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重茂半島線
重茂半島線

津軽石津軽石
・赤前・赤前

小堀内

凡　例
住宅敷地
道路
公園
のり面

特集　一歩ずつ、前へ  —これまでと、これから—

広
報 2013.4.1 ⓲※各計画図は、今後の各種調整などにより変更となる場合があります

高
浜
・
金
浜

高
浜
・
金
浜

凡　例
住宅敷地
公営住宅用地
道路
公園、緑地
のり面など

⓰広
報 2013.4.1

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
形
状
の
交
差
点

を
計
画
し
、
災
害
時
の
安
全
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
地
区
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
と
は
、

円
形
の
道
路
施
設
（
ロ
ー
タ
リ
ー
）

の
ひ
と
つ
で
、
▽
円
形
車
線
内
を

通
行
す
る
車
が
優
先
、
▽
円
形
車

線
内
の
流
れ
が
信
号
機
や
一
時
停

止
な
ど
で
中
断
さ
れ
な
い̶

と
い

う
特
徴
を
持
つ
、
一
方
通
行
に
よ

る
交
差
点
制
御
方
式
で
す
。
交
差

点
内
を
直
進
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

必
ず
左
折
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

進
入
速
度
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ

る
ほ
か
、
災
害
時
な
ど
に
停
電
に

な
っ
て
も
、
信
号
機
が
使
え
な
い
こ
と

に
よ
る
交
通
の
混
乱
の
心
配
が
な
い
こ

と
な
ど
が
利
点
で
す
。

防
潮
堤
と
水
門
で
ま
ち
を
守
る

　
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
の
岸
壁
付
近

に
防
潮
堤
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
光
岸

地
地
区
と
藤
原
地
区
の
間
に
、
閉
伊
川

水
門
を
新
設
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
か
ら
も
、
ま
ち
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　18
ペ
ー
ジ
か
ら
は
各
地
区
の
住
宅
用

地
造
成
の
計
画
図
を
掲
載
し
ま
す
。

長野県飯田市のラウンドアバウト（写真＝飯田市提供）

※各計画図などは、今後の各種調整などにより変更となる場合があります

鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地

鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

復
興
ま
ち
づ
く
り

　
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区

は
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
安

心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
市
街
地
整
備
を
行
う

た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業

を
導
入
し
、
産
業
系
、
商
業

系
、
住
居
系
そ
れ
ぞ
れ
が
調

和
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
を

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に

　
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
は
、

宮
古
市
の
中
心
市
街
地
と
浄

土
ヶ
浜
を
結
ぶ
道
路
を
中
心

に
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
各
方
面
か
ら
の
自
動

車
交
通
が
集
中
す
る
地
区
北

側
の
交
差
点
で
は
、「
ラ
ウ

完成予想図完成予想図

広
報2013.4.1⓱

鍬ヶ崎地区復興会
議は、震災直後の６
月から活動を始め、
地域の要望をまと
めて各方面に提言
しています。また
東京鍬ヶ崎衆の会
と連携して祭りを
開催するなど、地

域を盛り上げる活動もしています。鍬ヶ崎
は、高台移転をせずに防潮堤の内側にまち
を再建する選択をしました。今後、国立公
園の中心的なスポットとなる浄土ヶ浜と連
携したまちとして、道路脇の植栽や公園な
どを整備し、景観の良いまちづくりをした
いと思います。また釣りを楽しめる場所を
作ったり、未開発の蛸の浜を活用するなど、
特に若者が集まれるよう、レジャーにも力
を入れていきたいです。宮古市魚市場を中
心とした水産業も重要ですが、高齢化や後
継者不足といった問題があります。早期に
防潮堤が建設され、早期にまちに人が戻れ
るよう、強く求めていきたいと思います。

Interview

鍬ヶ崎地区復興会議  会長

古館  昌三 さん

閉伊川水門の完成イメージ

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

形
状
の
交
差
点

鍬ヶ崎
小学校

大杉神社

宮古市魚市場

凡　例
施行地区界
幹線道路
区画道路
特殊道路
緑道
河川・水路
公園・緑地
防潮堤
公益施設
住居系土地利用
商業系土地利用
産業系土地利用

藤原光岸地

特集　一歩ずつ、前へ  —これまでと、これから—
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　NPO立ち上がるぞ！宮古市田老（大棒秀一理事長）が主催する　NPO立ち上がるぞ！宮古市田老（大棒秀一理事長）が主催する
「田老地区 震災二周年追悼行事」は３月11日、田老防潮堤を主会「田老地区 震災二周年追悼行事」は３月11日、田老防潮堤を主会
場として開かれました。東日本大震災の地震発生時刻である午後場として開かれました。東日本大震災の地震発生時刻である午後
２時46分には、集まった約300人が防潮堤の上で一列に並び、海に２時46分には、集まった約300人が防潮堤の上で一列に並び、海に
向かって黙とう。続けて、多くの住民が犠牲となった防潮堤内側向かって黙とう。続けて、多くの住民が犠牲となった防潮堤内側
に向かっても黙とうをささげました。地元の女性７人による常運に向かっても黙とうをささげました。地元の女性７人による常運
寺・寺・梅梅

ばいばい

花花
かか

講講
こうこう

が始まると、参加者は目を閉じたり手を合わせたりしが始まると、参加者は目を閉じたり手を合わせたりし
ながら、故人の冥福を祈っていました。ながら、故人の冥福を祈っていました。
　その後、NPO遠野まごころネットの呼びかけによる「手つなぎ　その後、NPO遠野まごころネットの呼びかけによる「手つなぎ
イベント」が行われ、参加者は互いに手をつなぎ、追悼、感謝、イベント」が行われ、参加者は互いに手をつなぎ、追悼、感謝、
復興への決意など、さまざまな思いを分かち合っていました。復興への決意など、さまざまな思いを分かち合っていました。

特集　一歩ずつ、前へ  —これまでと、これから—

あ
の
日
か
ら—

最
初
の
一
年
は
無
我
夢
中
だ
っ
た
。

壊
れ
て
し
ま
っ
た
ま
ち
に
立
っ
て

ひ
た
す
ら
に
行
動
し
続
け
た
。

「
復
興
元
年
」
と
呼
ば
れ
た
二
年
目
は

見
渡
す
限
り
の
更
地
の
中
に

新
し
い
ま
ち
の
姿
を
想
像
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
の
春
。

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
が
、
目
に
見
え
る
形
で
動
き
出
す
。

復
興
を
加
速
さ
せ
る
の
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
強
い
思
い
だ
。

た
く
さ
ん
の
支
援
に
感
謝
し
、

手
を
取
り
合
っ
て
一
歩
一
歩
、

前
へ
、
あ
し
た
へ
と
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
よ
う
。

「
こ
の
ま
ち
は
、
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ま
ち
だ
よ
」
と

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
よ
う
に
。

特
集
終
わ
り

広
報2013.4.1�

至遠野

至盛岡

早池峰国定公園

道の駅区界高原
区界高原ウォーキングセンター

早池峰山

41

広
報 2013.4.1 ⓴

漁業  木村  将
ま さ

充
み ち

 さん

追切・浦の沢の仮設住宅
に住んでいます。仮設の
隣に整備される宅地に、
住居と作業所を再建しま
す。養殖漁業を営んでい
ますが、今は仮設住宅の
敷地の一部を使わせても
らい、テント小屋を設置

して作業をしています。今は採ったワカメを切
る作業が主ですが、作業場所が小さいため、ど
うしても効率が悪くなります。７月頃からはコ
ンブの乾燥作業を始めたいため、それまでにな
んとか作業所を整備したいと思います。漁港の
復旧、道路の整備が進むことを期待します。

Interview

追切・浦の沢の宅地造成の様子

※各計画図は、今後の各種調整などにより変更となる場合があります

重
茂
重
茂

重茂里重茂里

音部

千鶏

石浜

至遠野

至盛岡

早池峰国定公園

道の駅区界高原
区界高原ウォーキングセンター

早池峰山

41
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地　区
住宅建設時期（想定）

25年度 26年度 27年度 28年度
田老
乙部高台
鍬ヶ崎・光岸地
高浜
金浜
津軽石
赤前
小堀内
摂待
女遊戸
崎山
音部
重茂里
千鶏
石浜
追切・浦の沢

摂待、崎山摂待、崎山
摂待

重茂里

追切・浦の沢

崎山

凡　例
住宅敷地
災害公営住宅
公益的施設
道路
公園
のり面

女遊戸

特集　一歩ずつ、前へ  —これまでと、これから—
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広報みやこ　2013 年 4 月 1 日発行　
黒森神楽・南回り巡行　祈りの旅　笑顔を届け

広報みやこ　2013 年 4 月 1 日発行　
被災された事業者対象　各種補助金のご案内

　
田老地区での土地区画整理事業を都市計画決定しました / 重茂地区の災
害危険区域説明会を開催します

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
・
黒
森

神
楽
は
、
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
、

本
市
か
ら
釜
石
市
ま
で
の
沿
岸
部
を
巡
る﹁
南

回
り
﹂
の
巡じ

ゅ
ん

行ぎ
ょ
うを

し
ま
し
た
。
各
集
落
で
は
、

家
々
を
回
っ
て
家
内
安
全
や
無
病
息
災
を
祈

り
、
夜
は
民
家
な
ど
で
劇
仕
立
て
の
演
目
を

交
え
た
﹁
夜よ

か

ぐ

ら

神
楽
﹂
を
披
露
し
て
、
集
落
の

住
民
な
ど
大
勢
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
に
訪
れ
た
重
茂
の
石
浜
で
は
、

震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
対
し
、
海
に

向
か
っ
て
﹁
神
楽
念
仏
﹂
で
供
養
を
し
た

後
、
家
々
の
庭
先
で
権ご

ん

現げ
ん

舞ま
い

を
舞
う
﹁
門か

ど

打う

ち
﹂
を
し
て
回
り
ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
、

﹁
宿や

ど

﹂
と
な
る
畠
山
さ
ん
宅
の
庭
先
で
﹁
シ
ッ

ト
ギ
舞
い
込
み
﹂
の
儀
礼
を
行
い
、
権
現
様

に
上
げ
る
シ
ッ
ト
ギ
団
子
の
残
り
汁
を
オ
マ

ブ
リ
︵
お
守
り
︶
と
し
て
観
客
の
額
や
鼻
筋

に
つ
け
て
回
り
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
に
は
釜
石
市
根
浜
の
宿
泊
施
設
・

宝
来
館
を
宿
と
し
て
夜
神
楽
を
披
露
。
多
彩

な
演
目
に
、
会
場
は
全
国
か
ら
訪
れ
た
観
客

の
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

黒
森
神
楽
・
南
回
り
巡
行

巻末リポート

祈
り
の
旅

祈
り
の
旅

笑
顔
を
届
け

笑
顔
を
届
け

１

２

３

４５
「「森森・・川川・・海海」」とと  ひひとと  がが共共生生すするる安安ららぎぎののまま

ちち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2013.4.1 �

６７

８

１_ 海に向かい神楽念仏を行
う神楽衆
２・３_ 家々を回る「門打ち」
４_ 権現様にかんでもらう厄
払いの「身固め（みがため）」
５_ オマブリを額につけても
らう子どもたち

６_ 夜神楽で必ず演じられる
「山の神舞（やまのかみまい）」
７_ 「恵比寿舞（えびすまい）」
８_ 「大蛇（おろち）退治」で客
席を沸かせるヤマタノオロチ
９_七福神が集落に祝福をも
たらそうと集まり、宴会芸を
披露する演目「七福神」

  Photo

９

「「森森・・川川・・海海」」とと  ひひとと  がが共共生生すするる安安ららぎぎののまま
ちち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2013.4.1�

2013.4.1 �広
報

    

被
災
資
産
の
新
築
・
購
入
費
補
助
金

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
市
内

の
事
業
者
の
事
業
再
開
を
支
援
し
ま

す
。

■
対
象
者
　
市
内
の
主
た
る
事
業
用
の

建
物
・
設
備
な
ど
が
滅
失
し
た
中
小
企

業
者
。た
だ
し
個
人
事
業
主
の
場
合
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

※
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※
事
業
再
開
後
、
３
年
以
内
に
被
災
時

の
従
事
者
数
を
回
復
す
る
こ
と

■
補
助
対
象
　
滅
失
し
た
事
業
用
資
産

の
う
ち
、事
業
再
開
に
必
要
な
資
産（
建

物
・
附
属
設
備
・
構
築
物
・
機
械
お
よ

び
装
置
）
の
新
築
・
購
入
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
補
助
。

※
取
得
費
の
合
計
が
１
０
０
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

■
補
助
率
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内 

※
限
度
額
が
あ
り
ま
す

■
申
請
期
限
　
７
月
31
日
㈬

■
応
募
方
法
　
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
申
請
書
で
申
し
込
み
（
申

請
書
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

    

設
備
貸
与
事
業
補
助
金

　
中
小
企
業
の
設
備
導
入
を
支
援
し
ま

す
。

■
対
象
者

【
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
】

❶
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

❷
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
を
完
納

し
、
震
災
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
使
用
不

能
と
な
っ
た
機
械
設
備
と
同
じ
種
類
の

機
械
設
備
を
導
入
す
る
事
業
者

【
東
日
本
大
震
災
以
後
に
新
規
創
業
さ

れ
た
方
】

❶
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

❷
市
内
に
住
所
を
有
し
、
震
災
後
に
設

立
ま
た
は
開
業
し
て
１
年
以
内
の
法
人

❸
個
人
で
事
業
計
画
に
基
づ
き
継
続
性

が
期
待
さ
れ
る
事
業
を
行
う
事
業
者

■
補
助
対
象
　
い
わ
て
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
が
行
う
「
設
備
貸
与
制
度
」
を
利

用
し
て
平
成
26
年
２
月
末
日
ま
で
に
機

械
設
備
の
貸
与
を
受
け
る
場
合
の
保
証

金
（
貸
与
額
の
10
％
）
に
対
し
て
補
助
。

各
種
補
助
金
の
ご
案
内

　市は、津波による浸水で建物の被
害が予想される区域を、「災害危険区
域」に指定し、建物の建築を制限し
ます。
　指定の内容に関する説明会を次の
とおり開催します。
■日時　４月12日㈮午後３時
■会場　重茂漁業協同組合
■対象地区　平浜、立浜、宿浜、重
茂里、与奈沢、姉吉、千鶏、石浜、
川代地区
　なお対象地区の災害危険区域図は、
区域の告示後から市都市計画課で閲
覧できます。
※市内の他の地区についても順次、
災害危険区域を指定していきます
■問い合わせ　市都市計画課計画担
当（市役所５階、☎68-9105）

　市は、被災した市街地の早期復旧、道路や公園など公
共施設整備のため、３月15日に田老地区での土地区画整
理事業を都市計画決定しました。事業の円滑な施行を確
保するため、今後、土地区画整理事業が施行される区域
内で建物を建築しようとする際には、都市計画法第53条
に基づく建築許可申請を行う必要があります。
◎建物の建築が制限されている区域 
　田老地区のうち、土地区画整理事業の施行区域 ※15㌻「田
老地区土地区画整理事業」で示した区域。計画図は市都市
計画課で閲覧できるほか、市ホームページで公開します
◎土地区画整理事業施行区域外での建築行為について
　これまで住宅建築などの自粛をお願いしていました
が、上記施行区域以外での建築行為の自粛を解除します。
　ただし災害危険区域の指定により、住宅などの建築が
制限されている区域、または構造などに制限のある区域
がありますので、詳しくは問い合わせください。
■問い合わせ　市都市計画課計画担当（市役所５階、☎
68-9105）

問
い
合
わ
せ
　
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
復
興
担
当（
市
役
所

分
庁
舎
２
階
、
☎
�
９
０
９
２
）

被
災
さ
れ
た
事
業
者
対
象

　

重茂地区の災害危険区域
説明会を開催します

田老地区での土地区画整理事業を
都市計画決定しました

2013.4.1 �広
報

    

被
災
資
産
の
新
築
・
購
入
費
補
助
金

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
市
内

の
事
業
者
の
事
業
再
開
を
支
援
し
ま

す
。

■
対
象
者
　
市
内
の
主
た
る
事
業
用
の

建
物
・
設
備
な
ど
が
滅
失
し
た
中
小
企

業
者
。た
だ
し
個
人
事
業
主
の
場
合
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

※
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※
事
業
再
開
後
、
３
年
以
内
に
被
災
時

の
従
事
者
数
を
回
復
す
る
こ
と

■
補
助
対
象
　
滅
失
し
た
事
業
用
資
産

の
う
ち
、事
業
再
開
に
必
要
な
資
産（
建

物
・
附
属
設
備
・
構
築
物
・
機
械
お
よ

び
装
置
）
の
新
築
・
購
入
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
補
助
。

※
取
得
費
の
合
計
が
１
０
０
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

■
補
助
率
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内 

※
限
度
額
が
あ
り
ま
す

■
申
請
期
限
　
７
月
31
日
㈬

■
応
募
方
法
　
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
申
請
書
で
申
し
込
み
（
申

請
書
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

    

設
備
貸
与
事
業
補
助
金

　
中
小
企
業
の
設
備
導
入
を
支
援
し
ま

す
。

■
対
象
者

【
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
】

❶
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

❷
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
を
完
納

し
、
震
災
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
使
用
不

能
と
な
っ
た
機
械
設
備
と
同
じ
種
類
の

機
械
設
備
を
導
入
す
る
事
業
者

【
東
日
本
大
震
災
以
後
に
新
規
創
業
さ

れ
た
方
】

❶
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

❷
市
内
に
住
所
を
有
し
、
震
災
後
に
設

立
ま
た
は
開
業
し
て
１
年
以
内
の
法
人

❸
個
人
で
事
業
計
画
に
基
づ
き
継
続
性

が
期
待
さ
れ
る
事
業
を
行
う
事
業
者

■
補
助
対
象
　
い
わ
て
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
が
行
う
「
設
備
貸
与
制
度
」
を
利

用
し
て
平
成
26
年
２
月
末
日
ま
で
に
機

械
設
備
の
貸
与
を
受
け
る
場
合
の
保
証

金
（
貸
与
額
の
10
％
）
に
対
し
て
補
助
。

各
種
補
助
金
の
ご
案
内

　市は、津波による浸水で建物の被
害が予想される区域を、「災害危険区
域」に指定し、建物の建築を制限し
ます。
　指定の内容に関する説明会を次の
とおり開催します。
■日時　４月12日㈮午後３時
■会場　重茂漁業協同組合
■対象地区　平浜、立浜、宿浜、重
茂里、与奈沢、姉吉、千鶏、石浜、
川代地区
　なお対象地区の災害危険区域図は、
区域の告示後から市都市計画課で閲
覧できます。
※市内の他の地区についても順次、
災害危険区域を指定していきます
■問い合わせ　市都市計画課計画担
当（市役所５階、☎68-9105）

　市は、被災した市街地の早期復旧、道路や公園など公
共施設整備のため、３月15日に田老地区での土地区画整
理事業を都市計画決定しました。事業の円滑な施行を確
保するため、今後、土地区画整理事業が施行される区域
内で建物を建築しようとする際には、都市計画法第53条
に基づく建築許可申請を行う必要があります。
◎建物の建築が制限されている区域 
　田老地区のうち、土地区画整理事業の施行区域 ※15㌻「田
老地区土地区画整理事業」で示した区域。計画図は市都市
計画課で閲覧できるほか、市ホームページで公開します
◎土地区画整理事業施行区域外での建築行為について
　これまで住宅建築などの自粛をお願いしていました
が、上記施行区域以外での建築行為の自粛を解除します。
　ただし災害危険区域の指定により、住宅などの建築が
制限されている区域、または構造などに制限のある区域
がありますので、詳しくは問い合わせください。
■問い合わせ　市都市計画課計画担当（市役所５階、☎
68-9105）

問
い
合
わ
せ
　
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
復
興
担
当（
市
役
所

分
庁
舎
２
階
、
☎
�
９
０
９
２
）

被
災
さ
れ
た
事
業
者
対
象

　

重茂地区の災害危険区域
説明会を開催します

田老地区での土地区画整理事業を
都市計画決定しました
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区画整理・高台移転　整備予定のお知らせ

　
災害公営住宅建設予定のお知らせ

広
報2013.5.1�

おお知知らせせ

　本会議は、どなたでも傍聴する
ことができます。20人以上の団体
で傍聴する場合は、事前に申し込
みください。
■日時　５月22日㈬午前10時～
■場所　市役所６階議事堂
■問い合わせ　市議会事務局（☎
68-9113）

■期日　５月16日㈭
■選挙種別／時間　市長選挙／午
後１時30分、市議会議員補欠選挙
／午後３時
■場所　市役所６階大ホール
■対象　立候補予定者やその代理
人※参加できる人数は、１候補者
につき２人（立候補予定者を含む）
まで
■用意する物　印鑑
■問い合わせ　市選挙管理委員会
（☎68-9123）

　地価公示は、土地の適正な価格
を判断する客観的な目安として活
用されています。「この土地は公
示地点より駅に近い」などの条件
を比べることで、その土地のおお
よその価格を判断できます。
　地価公示は、国土交通省のホー
ムページ内「土地総合情報ライ
ブラリー」（http://tochi.mlit.
go.jp/）のほか、市立図書館、市
企画課（市役所４階）、各総合事
務所、各出張所で確認できます。

■問い合わせ　市企画課企画・評
価担当（☎68-9064）

■対象地区

※１軒の申し込みにつき３点以内
※戸別に収集しますので、集積所
には置かないでください
■申込期限　５月17日㈮※申込時
に粗大ごみの寸法を連絡
■申し込み　市環境課きれいなま
ち推進室（☎64-6488）

　ふれあい公園（小山田）内の花
壇を１年間管理するオーナーを募
集します。花壇にはオーナー名を
記入した看板を設置し、維持管理
に必要な道具などは貸与します。

■対象　企業や団体など
■申込期限　５月31日㈮
■申し込み　市環境課きれいなま
ち推進室（☎64-6488）

　有効期間８年を経過する水道
メーターを交換します。ボックス
周辺の整理にご協力願います。
■作業期間　５月11日㈯～21日㈫
■対象地区　大通・崎山・新川町・
向町の一部
■問い合わせ　市水道課配水管理
担当（☎63-1115）

　サプリメントやお茶、海産物な
ど「注文いただいた商品を発送し
ます」という電話があり、商品を
送りつけられたという相談が増え
ています。代金を運送業者に回収
させる手口もあります。
　不要な商品やよくわからない電
話勧誘はきっぱり断りましょう。
もしも注文した覚えのない荷物が
届いたら、「受け取り拒否」しま
しょう。
　高齢者が一人で在宅することが
多い家庭では、特に用心してくだ
さい。
■相談・問い合わせ　市消費生活
センター（☎68-9081）

宮   古   市   役   所     ☎62−2111
田 老 総 合 事 務 所   ☎87−2111
新 里 総 合 事 務 所   ☎72−2111
川 井 総 合 事 務 所   ☎76−2111

information

市長選挙・市議会議員補欠選挙の
立候補予定者説明会を開催します

市選挙管理委員会

ふれあい公園（小山田）内の
花壇オーナーを募集します
市環境課きれいなまち推進室

「発送します」という
不審な電話にご注意ください

市消費生活センター

水道メーターの
取り換え作業を行います

市水道課

市議会６月定例会を
開会します

市議会事務局

宮古地域の粗大ごみ収集
５月の対象地区のお知らせ
市環境課きれいなまち推進室

収集日 収集地区

５月　
29日㈬

西ヶ丘、長根、太田、千徳
町、板屋、神田沢町、上鼻、
近内一丁目、近内、岩船

30日㈭

宮町、南町、長町、築地、
愛宕、光岸地、臨港通、鍬ヶ
崎上町・仲町・下町、中
里団地、日影町、熊野町、
蛸の浜町、港町、山根町、
日立浜町、日の出町、佐
原、崎山、崎鍬ヶ崎、田代、
根市、花原市、花輪、田鎖、
松山、老木、長沢

平成25年地価公示価格を
確認することができます

市企画課 安倍晋三首相が本市を視察

　安倍晋三首相は４月６日、本市
と山田町を視察しました。田老防
潮堤の上で黙とうをささげ、山本
市長が被災状況や高台移転事業な
どを説明。その後、田老魚市場の
塩蔵ワカメの箱詰め作業を視察し、
「皆さん、一緒に頑張りましょう」
と、作業員らを激励しました。ま
た田老町漁協の小林昭榮組合長の
「60年かけて築いた漁港が全て破
壊された。早期の復旧が必要」と

いう訴えにうなずいていました。
　視察後、山本市長が安倍首相
に復興事業に関する要望書を手渡
し、早期の復旧・復興実現に向け
た支援を要請しました。

復
興
事
業
に
つ
い
て
質
問

す
る
安
倍
首
相︵
中
央
︶

　
災
害
公
営
住
宅
は
、
東
日
本
大

震
災
で
住
ま
い
を
失
い
、
自
宅
の

再
建
の
め
ど
が
立
た
な
い
方
の
た

め
に
建
設
さ
れ
る
住
宅
で
、
10
年

経
過
後
は
通
常
の
市
営
住
宅
と
な

り
ま
す
。
地
区
ご
と
の
建
設
予
定

戸
数
な
ど
は
下
の
表
の
通
り
で
す
。

※
入
居
の
申
し
込
み
は
、
ま
だ
開

始
し
て
い
ま
せ
ん
。
受
け
付
け
開

始
の
時
期
は
、
あ
ら
た
め
て
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　災
害
公
営
住
宅
の
入
居
要
件

　
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
た

め
に
は
、
次
の
❶
〜
❸
の
全
て
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

❶
平
成
23
年
３
月
11
日
に
住
ん
で

い
た
住
ま
い
が
、
地
震
・
津
波
に

よ
り
滅
失
し
た
（
全
壊
・
大
規
模

半
壊
な
ど
）

❷
現
在
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
住
ん

で
お
り
、
今
後
の
住
ま
い
に
困
っ

て
い
る

❸
暴
力
団
員
で
な
い

　
県
と
市
が
建
設
を
進
め
て
い
る
、災
害
公
営
住
宅
の
建
設
予
定
戸
数
、

入
居
予
定
時
期
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

建
設
予
定
の
お
知
ら
せ

2013.5.1❺ 広
報

問
い
合
わ
せ　
市
建
築
住
宅
課
災
害
公
営
住
宅
室（
☎
-
９
１
３
３
）

■災害公営住宅　建設予定戸数など

地区
入居希望
戸数

（計793）
建設予定地

建設予定
戸数

（計793）
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

田老 122
乙部高台 66
区画整理地内 45

崎山 20 崎山 24
鍬ヶ崎・
光岸地・
築地・愛宕

109
（内、鍬ヶ
崎75）

日の出 48
佐原 50

区画整理地内 40

中心市街地 366

本町 33
上鼻 30
西町 20
宮町 20

近内
１号棟 40
２号棟 40

西ヶ丘 24
山口 24
その他 50 計画中

藤原・磯鶏 76
磯鶏 20
八木沢 50
その他 24

高浜・金浜 29
高浜 12
金浜 16

津軽石 30 津軽石 40
赤前 20 赤前 18
重茂 ４ 重茂 ５
その他 17 — 54 計画中

建設予定期間 入居予定時期

住まいの再建

【
注
意
事
項
】

○
一
度
入
居
し
て
か
ら
、
他
の
公

営
住
宅
（
県
営
、
市
営
、
災
害
公

営
）
に
住
み
替
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
入
居
に
よ
り
、
住
宅
再

建
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

○
家
賃
の
ほ
か
、
月
々
の
共
益
費

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
外
灯
の
電
気

代
な
ど
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
入
居
の
際
は
、
敷
金
（
家
賃
の

３
カ
月
分
）
と
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

○
公
営
住
宅
は
原
則
と
し
て
ペ
ッ

ト
禁
止
で
す
（
ペ
ッ
ト
可
の
住
宅

を
、
近
内
に
計
画
し
て
い
ま
す
）。

至遠野

至盛岡

早池峰国定公園

道の駅区界高原
区界高原ウォーキングセンター

早池峰山

41
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問
い
合
わ
せ　
市
都
市
計
画
課
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
☎
-
９
１
２
８
）

■期日　５月９日㈭
■時間　午後６時30分
■場所　鍬ヶ崎小学校体
育館 ※駐車場がありま
せんので、できるだけ車
以外の移動手段でお越し
ください。校庭への車の
乗り入れは禁止します
■内容　①本年度の事業
スケジュール、②土地買
い取りの状況　など
■対象　鍬ヶ崎・光岸地
地区の土地所有者など
■問い合わせ　市都市計
画課復興調整担当（☎68
-9105）

鍬ヶ崎・光岸地地区
土地区画整理事業
説明会を開催します

田老地区
完成予想図

摂待

女遊戸

崎山

高浜
・金浜

追切・浦の沢

音部

※各地区の計画図などは広報４月１日号14〜21㌻に掲載しています

里

千鶏
石浜

赤前

釜ケ沢
・赤前上

小堀内津軽石

田老地区

乙部団地

野原地区

鍬ヶ崎・
光岸地地区

鍬ヶ崎・光岸地地区
完成予想図

■区画整理・高台移転
　住宅用地の予定戸数など

地区 予定
戸数

平成25
年度

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

田老

摂待 ３
乙部団地 170
区画整理地内

（野原地区を除く） 48

崎山
女遊戸 ２
崎山 ６

鍬ヶ崎・光岸地
（区画整理地内） 95

高浜・金浜 55
津軽石 12

赤前

赤前
56釜ケ沢団地、

赤前上高台団地
小堀内 ２

重茂

追切・浦の沢 ２
音部 ３
里 16
千鶏 ３
石浜 ２

※予定戸数は、意向調査および仮申込書に基づきます。スケジュールな
どは、今後の事業進

しん

捗
ちょく

により変動する場合があります

工事期間
住宅建設開始予定時期

　
被
災
し
た
地
区
の
区
画
整
理
、
高
台
移
転
の
た
め
の
高
台
造
成
に
つ
い
て
、
住
宅

用
地
の
整
備
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
画
整
理
・
高
台
移
転

整
備
予
定
の
お
知
ら
せ

住まいの再建
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第
１
章　

災
害
対
策
本
部
の
「
記
録
」

第
２
章　

復
興
計
画
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

第
３
章　

復
興
途
上
の
災
害

第
４
章　

希
望
―
新
た
に
生
ま
れ
た
「
希
望
」
を
記
す

第
５
章　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
資
料
編

広報みやこ　2013年 5月 1日発行　
感謝・祝福の笑顔咲く　たろちゃんハウス祭り

広報みやこ　2013 年 5 月 1 日発行　
グリーン復興プロジェクト「三陸復興国立公園」５月 24 日に誕生します

◎

◎

▲

◎

▲

平
成

25年
５

月
１

日
　

№
185

◎

■
発

行
 　

宮
古

市
　

　
■

編
集

　
総

務
企

画
部

企
画

課
　

　
■

印
刷

　
株

式
会

社
文

化
印

刷
〒

027 −8501 　
岩

手
県

宮
古

市
新

川
町

２
番

１
号

　
☎

 0193 −62 −2111 　
FAX 0193 −63 −9114 　

http://w
w

w
.city.m

iyako.iw
ate.jp/

感謝・祝福の笑顔咲く感謝・祝福の笑顔咲く
たろちゃんハウス祭り

「「森森・・川川・・海海」」とと  ひひとと  がが共共生生すするる安安ららぎぎののまま
ちち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2013.5.1

集

後

記

編

�
宮古市からのお知らせをモバイル
メールで配信中（毎月１日・15日）

目の不自由な方に広報などの録音テープを無料で貸
し出しています（宮古音声訳の会☎兼f72−2537）

▼
藤
原
埠ふ

頭と
う

に
寄
港
し
た
豪
華
客
船

﹁
に
っ
ぽ
ん
丸
﹂
の
内
部
を
取
材
。
少
し

の
こ
と
じ
ゃ
驚
か
な
い
ぞ
と
思
い
つ
つ

入
っ
て
す
ぐ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
こ

と
に
ま
ず
驚
嘆
。
他
に
も
プ
ー
ル
や
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
カ
ジ
ノ
な
ど
が
あ
り
、

海
の
上
と
は
思
え
な
い
豪
華
な
造
り
に

感
動
し
ま
し
た
。
屋
上
の
デ
ッ
キ
か
ら
は

藤
原
埠
頭
を
一
望
で
き
、
上
屋
が
完
成

し
て
い
た
り
、
仮
置
き
場
の
が
れ
き
の

量
が
減
っ
て
い
た
り
と
、
船
長
に
寄
贈
し

た
大
漁
旗
の
と
お
り
、﹁
復
興
﹂
の
つ
ち

音
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。︵
貴
︶

▼
三
陸
復
興
国
立
公
園
が
い
よ
い
よ
誕

生
し
ま
す
。
ま
ず
は
青
森
県
の
種た

ね

差さ
し

海

岸
階は

し
上か

み
岳だ

け
県
立
公
園
が
、
陸
中
海
岸
国

立
公
園
に
仲
間
入
り
す
る
形
で
始
ま
り

ま
す
。
５
月
24
日
に
指
定
さ
れ
、
各
地

で
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す︵
広

報
５
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

機
運
を
盛
り
上
げ
、
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
普
段
何
気
な

く
目
に
し
て
い
る
風
景
な
ど
に
目
を
凝

ら
し
て
み
る
と
、
地
元
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。︵
悠
︶

▼
市
内
の
農
林
水
産
物
を
使
っ
た
新
し

い
加
工
品
を
作
り
出
そ
う
と
開
か
れ
た

﹁
第
１
回
新
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル
﹂。
６

事
業
者
だ
け
の
参
加
で
し
た
が
、
秋
サ

ケ
や
イ
ワ
シ
、
ワ
カ
メ
を
活
用
し
た
加

工
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
水
産

物
が
メ
ー
ン
の
加
工
品
だ
け
で
し
た

が
、
本
市
に
は
﹁
森
・
川
・
海
﹂
の
幸

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
も
新
た

な
宮
古
の
名
物
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。︵
義
︶

ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
祭
り

︵
た
ろ
ち
ゃ
ん
協
同
組

合
主
催
︶
は
３
月
24
日
、
同
組

合
の
共
同
仮
設
店
舗
が
あ
る
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
仮
設
店
舗
の
露
店
販
売
が

開
か
れ
た
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
お
楽
し
み
景
品
付
き
の

餅
ま
き
、
小
田
代
直
子
さ
ん
や

宮
古
民
謡
保
存
会
の
子
ど
も
た

ち
の
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト
、
神
風

宮
古
流
星
海
や
田
老
民
踊
愛
好

会
の
演
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
被
災
に
よ
り
販
売
を
休

止
し
て
い
た
田
中
菓
子
舗
︵
田

中
和
七
代
表
︶
の
﹁
田
老
か
り

た

ん
と
う
﹂
が
こ
の
日
販
売
を
再

開
。
午
前
10
時
の
販
売
開
始
前

か
ら
長
い
行
列
を
作
り
、
用
意

し
た
千
袋
が
す
ぐ
売
り
切
れ
る

大
盛
況
ぶ
り
。
急
き
ょ
追
加
し

た
３
０
０
袋
も
午
前
中
の
う
ち

に
完
売
し
ま
し
た
。
購
入
者
は

﹁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂

と
販
売
再
開
を
祝
福
し
、
田
中

代
表
は
商
品
を
手
渡
し
し
な
が

ら
、
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
樫
内
仮
設
住
宅
か
ら
訪
れ
た

山
本
レ
イ
さ
ん︵
69
歳
︶は﹁
昔

か
ら
食
べ
て
い
る
。
待
ち
に

待
っ
て
い
た
田
老
の
名
物
が
復

活
し
て
う
れ
し
い
﹂
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

小田代直子さんと宮古民謡保存会の子どもたちによる
民謡コンサート

販売再開を祝福し、田老かりんとうを買い求める来場者

たくさんの来場者でにぎわう会場

広
報 �

「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」

５
月
24
日
に
誕
生
し
ま
す

2013.5.1

ウミネコ繁殖地として国の天然記念物に指定され
ている、青森県八戸市の蕪島（かぶしま）

グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」指
定

　
５
月
24
日
㈮
に
、
青
森
県
の

種た
ね

差さ
し

海
岸
階は

し

上か
み

岳だ
け

県
立
公
園
が

陸
中
海
岸
国
立
公
園
に
編
入
さ

れ
、
名
称
が
﹁
三
陸
復
興
国
立

公
園
﹂
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

宮
城
県
の
南
三
陸
金
華
山
国
定

公
園
と
３
つ
の
県
立
自
然
公
園

の
順
次
編
入
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
園
の
名
称
は
、
復
興

状
況
を
見
て
、
将
来
的
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
を
検
討
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
貢

献
す
る
た
め
、
環
境
省
で
は
平

成
24
年
５
月
に
﹁
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
創
設
を
核
と
し
た
グ

リ
ー
ン
復
興
﹂
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。
自
然
環
境
と

地
域
の
暮
ら
し
を
後
世
に
伝

え
、
自
然
の
恵
み
と
脅
威
を
学

び
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
な

が
ら
復
興
す
る
こ
と
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
﹁
三
陸
復
興
国
立
公

園
の
指
定
﹂
を
中
心
と
し
た
７

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
て

い
ま
す
︵
下
図
参
照
︶。

グリーン復興プロジェクトが目指すもの

※ＥＳＤ＝持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development）
※各プロジェクトの詳細については環境省ホームページ（http://www.env.go.jp/jishin/park-sanriku/）をご覧ください

（※）

　い
よ
い
よ
誕
生
す
る
新
し
い
国
立
公
園
と
、
環
境
省
が
進
め
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
環
境
省
宮
古
自
然
保
護
官
事
務
所（
☎
�
３
９
１
２
）

 
三陸復興

国立公園の指定

公園の施設整備
フィールドミュージアム
公園の施設整備

フィールドミュージアム
公園の施設整備

フィールドミュージアム
自然の
保全・再生
自然の
保全・再生
自然の
保全・再生

環境教育・ESD
の推進

環境教育・ESD
の推進

環境教育・ESD
の推進

エコツーリズム
の推進

エコツーリズム
の推進

エコツーリズム
の推進

自然環境
モニタリング
自然環境
モニタリング
自然環境
モニタリング

長距離自然歩道の設定
（みちのく潮風トレイル）
長距離自然歩道の設定
（みちのく潮風トレイル）
長距離自然歩道の設定
（みちのく潮風トレイル）

地域の魅力向上 農林水産業の 
活性化 

地域のくらしを支える 
自然環境の保全 

地域への誇り・
愛着の醸成 

観光利用の 
促進 

地域内外の 
交流の促進 

東北ならではの 
観光スタイルの構築 

自然の恵みと
脅威の継承 

  長距離自然歩道の設定
（みちのく潮風トレイル）

公園の施設整備
フィールドミュージアム

自然の 
保全・再生 

環境教育・ESD
の推進 

エコツーリズム 
の推進 

自然環境 
モニタリング 

 

再編成を検討する地域 

陸中海岸 

気仙沼 

南三陸金華山 

硯上山万石浦 

松島 

松川浦 

青森県 

福島県 

岩手県 

種差海岸階上岳 

けんじょうさんまんごくうら 

宮城県 

国立公園 
国定公園 
県立自然公園 

（青森県八戸市の蕪島から宮
城県石巻市・女川町の牡鹿半
島までとその周辺の自然公園）

５
月
24
日
「
三
陸
復
興

国
立
公
園
」
に
再
編

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

　
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
と
し
て
進
ん
で
い
る

の
が
、
長
距
離
自
然
歩
道
﹁
み

ち
の
く
潮し

お

風か
ぜ

ト
レ
イ
ル
﹂
の
設

定
で
す
。
ト
レ
イ
ル
と
は
﹁
歩

く
た
め
の
道
﹂。
歩
く
ス
ピ
ー

ド
で
旅
す
る
こ
と
で
、
車
の
旅

で
は
見
え
な
い
風
景
、
歴
史
、

風
俗
や
食
文
化
な
ど
の
奥
深
さ

を
知
り
、
体
験
す
る
機
会
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

　
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

計
画
ル
ー
ト
は
、
青
森
県
八
戸

市
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬
市
松

川
浦
ま
で
の
全
長
約
７
０
０

㌔
。
自
然
歩
道
以
外
に
も
林
道

な
ど
既
に
あ
る
道
を
活
用
し
、

準
備
が
整
っ
た
地
域
か
ら
段
階

的
に
路
線
を
設
定
し
ま
す
。
集

落
地
を
通
る
路
線
で
は
、
災
害

時
の
避
難
路
と
し
て
も
活
用
で

き
る
仕
様
を
検
討
し
ま
す
。

後藤さんの日記（抜粋）

１２月２８日（金）

　自然歩道を進ん

で浄土ヶ浜に近づ

くと、人だかりが

見えます。「なんか

年末なのに観光客

多いなあ。さすが観光スポットやなぁ。」

と思って近づいてみると、“よくおでん

すた！”と歓迎の旗を持ってニコニコ

しながらこっちを見ている人たちが！　

後ろを振り返っても僕しかいない。「あ、

これはもしかして僕を歓迎してくれてる

のか！」って気づいたときにはなんか照

れくさい半面すごいうれしかったです。

１２月３０日（日）

　本州最東端の地を目指して歩いている

と、重茂漁港でこんな光景に出合いまし

た。ほとんどの船

に来年の大漁祈願

の松が飾ってあり

ます。こりゃスゲー

と船に近づいてみ

ると船の中から明

るい声が聞こえてきました。

　 僕 は、 そ の 明

るい声に吸い込ま

れるように船に向

かって歩いていま

した。「写真撮ら

してくださーい！」

と話しかけると、船の中で漁師の方々４

人がビールを飲んでいました。お疲れ会

だといいます。漁師の方が僕を船の中に

招いてくれて、お疲れ会の仲間に入れて

くれました！

※後藤さんの全日記はホームページ（http://www.tohoku-trail.go.jp/）で公開されています。ぜひご覧ください！

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

相馬市 松川浦

宮古市
浄土ヶ浜

広
報2013.5.1�

　踏破モニターとして平成24
年12月１日に蕪島を出発し、平
成25年３月16日に松川浦に到
着しました。ゴールしたときは
お世話になった方々の顔がよ
ぎり、「これで本当に終わるん
だな」と寂しい気持ちになりま
した。また会いたいし、恩返
ししたいと思います。実際にト
レイル予定コースを歩いてみ
て、東北の魅力をたくさん感
じました。地元の人が気付い
ていないものもあるかもしれ
ません。たくさんの人が歩い
て、一緒にいいまちづくりがで
きたらいいなと思います。私
の周りにも東北に興味のある
人が多いので、どんどんアピー
ルしていきたいと思います！

Interview 再編成を検討する地域 

陸中海岸 

気仙沼 

南三陸金華山 

硯上山万石浦 

松島 

松川浦 

青森県 

福島県 

岩手県 

種差海岸階上岳 

けんじょうさんまんごくうら 

宮城県 

国立公園 
国定公園 
県立自然公園 

（青森県八戸市の蕪島から宮
城県石巻市・女川町の牡鹿半
島までとその周辺の自然公園）

八戸市 蕪島

早稲田大学４年
後藤  駿介 さん
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ロックバンド一同にロックバンド一同に
熱く燃えた一日熱く燃えた一日

パワーストック in 宮古

「「森森・・川川・・海海」」とと  ひひとと  がが共共生生すするる安安ららぎぎののまま
ちち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2013.7.1

集

後

記

編

�
宮古市からのお知らせをモバイル
メールで配信中（毎月１日・15日）

目の不自由な方に広報などの録音テープを無料で貸
し出しています（宮古音声訳の会☎兼f72−2537）

▼
早
池
峰
山
に
初
め
て
登
り
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い

景
観
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
下
山
し
て
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
友
人
か
ら
「
来
週
、
山
登

り
し
な
い
？
」
と
の
お
誘
い
が
。
ク
ラ

イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ
に
な
っ
て
い
た
私
は

そ
れ
を
快
諾
。
ま
さ
か
の
２
週
連
続

で
登
頂
し
ま
し
た
。
２
度
目
は
霧
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た
ひ
と
味

違
う
山
の
表
情
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
身
近
な
夏
山
を
満
喫

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。︵
貴
︶

▼
「
S シ

ー
e
a
︵
海
︶」
の
要
素
を
含
み
、

手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
「
S
e
a
級
グ
ル

メ
」
の
市
内
コ
ン
テ
ス
ト
が
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
︵
12
㌻
に
紹
介
記
事
︶。

グ
ラ
ン
プ
リ
の
２
品
は
も
ち
ろ
ん
、
出

品
作
は
ど
れ
も
ア
イ
デ
ア
と
地
元
食
材

へ
の
愛
が
詰
ま
っ
た
絶
品
ば
か
り
。
７

月
６
日
の「
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
」オ
ー

プ
ン
時
に
は
現
地
で
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

が
販
売
さ
れ
ま
す
。
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
し
た
味
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
み
て
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。︵
悠
︶

▼
宮
古
の
夏
の
名
物
が
つ
い
に
復
活

し
ま
す
。
広
報
６
月
15
日
号
で
も
告

知
し
て
い
ま
す
が
、「
宮
古
港
カ
ッ

タ
ー
レ
ー
ス
」
が
震
災
前
の
平
成
22

年
以
来
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
前
回
私
は
初
参
加
で
、
慣
れ
な
い

オ
ー
ル
に
振
り
回
さ
れ
て
役
に
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
は
も
う

少
し
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も

お
呼
び
が
か
か
る
か
ど
う
か
…
。︵
義
︶

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
パ
ワ
ー
ス
ト
ッ
ク
in

宮
古
２
０
１
３
」は
６
月
９
日
、

宮
古
市
魚
市
場
の
隣
接
地
に

造
ら
れ
た
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
大
勢
の

若
者
ら
が
詰
め
掛
け
、
熱
い
ス

テ
ー
ジ
に
熱
狂
。
花
巻
市
か
ら

訪
れ
た
三
浦
悠
真
さ
ん
は
「
最

高
。
ま
た
来
た
い
」
と
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
様
子
で
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
は
震
災
直
後
の
平

成
23
年
６
月
、ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・

ク
ラ
ブ
カ
ウ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
︵
札
幌
市
︶
を
運
営
す
る

Ｋコ

ーΟ
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
開
催

さ
れ
、
今
回
の
開
催
は
２
年
ぶ

ロ

り
。
バ
ン
ド
「SLA

N
G

」
と

し
て
自
身
も
出
演
し
た
Ｋ
Ο
さ

ん
は
「
今
後
も
継
続
し
て
開
催

し
た
い
。
地
元
の
人
に
も
も
っ

と
来
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
思
い

を
込
め
、
フ
ァ
ン
に
握
手
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

　
出
演
バ
ン
ド
は
次
の
通
り
。

「Idol Punch

」「O
V

ER
 A

R
M

 
TH

RO
W

」「TH
E PRISO

N
ER

」

「
雷
矢
」「BEY

O
N

D
S

」「
壬
生
狼
」

「dustbox

」「
鐵
槌
」「
渡
辺
俊
美
」

「K
en Yokoyam

a

」「SLA
N

G

」

「L
O

W
 IQ

 &
 T

H
E

 B
E

A
T 

B
R

E
A

K
E

R

」「N
A

M
B

A69

」

「locofrank

」「H
aw

aiian6

」

「BRA
H

M
A

N

」︵
出
演
順
︶

全国から集まった若者らで会場は埋め尽くされた

熱いステージを楽しむ若者たち

全16のバンドが熱演したステージ。
会場は熱気と歓声に包まれた。

広
報 ❹2013.6.15

　
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催

の
ク
ラ
フ
ト
作
り
体
験
は
５
月
４
・
５

の
両
日
開
催
さ
れ
、
連
休
を
利
用
し
訪

れ
た
観
光
客
な
ど
が
工
作
を
楽
し
み
ま

し
た
。
５
日
は
ア
ワ
ビ
貝
を
使
っ
た
工

作
。
金
澤
武
治
さ
ん
（
工
房
た
け
じ
主

催
）
の
指
導
の
下
、
小
さ
く
切
っ
た
ア

ワ
ビ
の
貝
殻
を
紙
や
す
り
で
磨
き
、
貝

殻
の
色
を
生
か
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
ア

ク
セ
サ
リ
ー
）
を
作
製
し
ま
し
た
。
神

奈
川
県
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
小こ

木ぎ

曽そ

千ち

咲さ
き

さ
ん
は
「
虹
色
に
光
っ
て
き
れ
い
」

と
出
来
栄
え
に
笑
顔
。
真
剣
に
仕
上
げ

の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

き
れ
い
に
仕
上
が
る
か
な

ク
ラ
フ
ト
作
り
体
験貝殻を紙やすりで磨きストラップ作りをする子どもたち

ストラップの完成品

郷土芸能・川井御戸入（みどいり）の公演

　
や
ま
び
こ
山
菜
ま
つ
り
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
は
５
月
３
日
か
ら
６
日
ま

で
、
道
の
駅
や
ま
び
こ
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
旬
の
山
菜
や
地
元
の

特
産
品
、
郷
土
料
理
な
ど
が
販
売
さ
れ

た
ほ
か
、
山
菜
料
理
が
１
日
１
０
０
食

限
定
で
振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
郷
土
芸
能

の
公
演
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
餅
つ
き
、

餅
ま
き
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
連
日
行

わ
れ
、
来
場
者
は
地
域
の
味
を
堪
能
し

な
が
ら
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
の
味
と
芸
能
を
堪
能

や
ま
び
こ
山
菜
ま
つ
り

まちの話題■市ホームページでも紹介していますので、どうぞご覧ください

　
第
２
回
み
や
こ
街
コ
ン
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）は
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
が

料
理
や
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
会
場
は
市
中
心
部
の
飲

食
店
14
店
舗
で
、
１
店
舗
の
滞
在
時
間

は
45
分
ま
で
。
参
加
者
は
同
性
２
人
の

ペ
ア
で
各
店
舗
を
回
り
、
新
し
い
出
会

い
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
本
市
出
身
の

川
崎
翔
太
さ
ん
は
「
５
軒
回
れ
て
楽
し

か
っ
た
。
被
災
地
で
開
催
す
る
こ
と
で

ま
ち
が
盛
り
上
が
る
。
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。 新

た
な
出
会
い
に
乾
杯

み
や
こ
街
コ
ン グラスを片手に談笑する参加者

浄土ヶ浜をバックに踊る桜花連の子どもたち

　
本
市
と
友
好
提
携
都
市
を
締
結
し
て

い
る
徳
島
県
神
山
町
の
阿
波
踊
り
団
体

「
桜お

う

花か

連れ
ん

」（
鳥
庭 

宏
連
長
）
は
５
月
３
・

４
の
両
日
、
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
同

団
体
に
所
属
す
る
小
学
１
年
生
か
ら
50

代
ま
で
の
33
人
が
「
ヤ
ッ
ト
サ
ー
」
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
本
場
の
阿
波
踊
り

を
市
内
10
カ
所
で
披
露
。
浄
土
ヶ
浜
で

一
緒
に
踊
っ
た
扇
田
英
子
さ
ん
（
日
の

出
町
）
は
「
昔
か
ら
踊
っ
て
み
た
か
っ

た
。
二
拍
子
で
乗
り
や
す
い
」
と
息
を

弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

被
災
地
励
ま
す
本
場
の
踊
り

阿
波
踊
り
団
体
が
来
宮

2013.6.15 ❷広
報

田
老
地
区
で
の
土
地
区
画
整
理

事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た

　
市
は
、
被
災
し
た
市
街
地
の
早
期
復

旧
お
よ
び
、
道
路
や
公
園
な
ど
公
共
施

設
の
整
備
改
善
の
た
め
、
５
月
28
日
に

田
老
地
区
で
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
事
業
施

行
期
間
は
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

（
清
算
期
間
５
年
を
含
む
）
で
す
。

　
今
後
は
、
次
の
事
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
都
市
計
画
課
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
☎
�
９
１
２

８
）、
復
興
調
整
担
当
（
☎
�
９
１
０
５
）、
計
画
担
当
（
☎
�
９
１
０
８
）

❶
建
築
行
為
が
制
限
さ
れ
ま
す

　
土
地
区
画
整
理
法
第
76
条
に
よ
り
、

換
地
処
分
の
公
告
の
日
ま
で
は
、
施
行

地
区
内
で
施
行
の
障
害
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
行
為
を
行
お
う
と
す
る
人
は
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❷
所
有
権
以
外
の
権
利
の
申
告
が
必

要
で
す

　
土
地
区
画
整
理
法
第
85
条
に
よ
り
、

施
行
地
区
内
の
宅
地
で
所
有
権
以
外
の

登
記
さ
れ
て
い
な
い
権
利
を
有
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た

人
は
、
そ
の
権
利
の
種
類
お
よ
び
内
容

を
、市
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸
基
準
地
積
の
更
正
の
申
告
が
で
き

ま
す

　
宅
地
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
権
以
外

の
権
利
を
有
し
て
い
る
人
は
、
基
準
地

積
と
実
測
地
積
が
異
な
る
場
合
、
地
積

の
更
正
を
、定
め
ら
れ
た
書
面
に
よ
り
、

７
月
26
日
㈮
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❹
土
地
区
画
整
理
審
議
会
を
設
置
し

ま
す

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
事
業
の
内

容
が
個
人
の
財
産
に
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
十
分
に
関
係
権
利
者
の
皆
さ
ま
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理

法
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
施
行
地
区
内
の
権
利
者
を
代
表
し

た
人
が
委
員
と
な
る
土
地
区
画
整
理
審

議
会
を
設
置
し
ま
す
。

※
事
業
計
画
の
図
書
は
、
換
地
処
分
の

公
告
の
日
ま
で
、
市
都
市
計
画
課
（
市

役
所
東
側
駐
車
場
内
・
都
市
整
備
部
第

２
事
務
所
）
で
縦
覧
し
ま
す

■土地区画整理事業の施行区域

田老第一
中学校

田老総合
事務所

田老第一
小学校

凡　　例

施行区域

　市は、市内の都市計画道路の見直しに関する基本方
針案をまとめました。次の通り閲覧を実施し、皆さま
からご意見を募集します。
　いただいたご意見は、基本方針策定の参考にします。
ご意見の概要と、これに対する回答は公表します。
■基本方針（案）の閲覧場所　市役所１階市民ホール、
田老・新里・川井総合事務所 ※市ホームページでも閲
覧できます
■閲覧・意見募集期間　６月17日㈪～７月８日㈪ ※必
着
■提出方法　▽住所、▽氏名（団体名）、▽電話番号—
を記入の上、閲覧場所に備え付けの提言箱、郵送、ファ
クス、電子メールのいずれかで提出してください
■提出先・問い合わせ　市都市計画課計画担当（〒027
−8501住 所 不 要、 ☎68−9108、f63−9118、C toshi@
city.miyako.iwate.jp）

「都市計画道路の見直しに
関する基本方針（案）」への

ご意見を募集します
Public Com

m
ent

【土地区画整理事業の名称】
宮古都市計画事業田老地区土
地区画整理事業

【施行者の名称】宮古市
【事務所の所在地】宮古市新
川町２番１号

【施行地区】田老字荒谷の一
部、田老字ケラスの一部、田
老字館が森の一部、田老字川
向の一部、田老字田の沢の一
部、田老字田中の一部

広
報 ❹2013.5.15

　
高
校
生
の
視
点
で
考
え
た
地
域
お
こ

し
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
「
高
校
生
プ
レ

ゼ
ン
大
会
」
は
４
月
14
日
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
宮
古
高

校
や
宮
古
商
業
高
校
な
ど
の
５
グ
ル
ー

プ
が
参
加
。
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
ま
し
た
。
来
場
者
約
50
人
の
投
票

で
１
位
に
輝
い
た
の
は
、
市
内
の
お
店

を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ
作
り
を
提
案
し
た

「
地
元
”愛
“」。
今
後
は
主
催
者
の
ユ
ー

ス
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス
の
協
力
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

地
元
へ
の
思
い
を
込
め
て

高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
大
会プロジェクターで説明する１位に輝いた「地元“愛”」のメンバー

　思い出話に花を咲かせながら模型に色を塗る来場者

　
震
災
前
の
町
を
白
い
模
型
で
復
元

し
、
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
色
を
塗
り
、

か
つ
て
の
町
並
み
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

「
記
憶
の
街
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
田
老
」

は
４
月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
、
田
老
公

民
館
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民
な
ど
延

べ
約
８
０
０
人
が
参
加
。「
桜
が
き
れ

い
だ
っ
た
」「
み
ん
な
で
鬼
ご
っ
こ
を
し

た
」
な
ど
、
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が

ら
色
を
塗
り
、
色
鮮
や
か
な
町
並
み
を

復
元
し
て
い
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
町
並
み
を
復
元

記
憶
の
街
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
田
老

まちの話題■市ホームページでも紹介していますので、どうぞご覧ください

　
新
潟
大
学
の
学
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
恐
竜
と
化
石
・
海
の
生
き

物
の
進
化
を
楽
し
く
学
ぶ
」
は
３
月
23

日
、
県
立
水
産
科
学
館
で
開
か
れ
、
来

場
者
は
紙
芝
居
を
使
っ
た
解
説
や
ク
イ

ズ
な
ど
で
、
恐
竜
や
海
の
生
き
物
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
家
族
で
訪
れ
た
田

野
畑
小
学
校
４
年
の
武た

け
い井
柊し

ゅ
う
た
ろ
う

詩
朗
君

は
、「
恐
竜
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
楽

し
み
だ
っ
た
」
と
積
極
的
に
質
問
を
し

て
い
ま
し
た
。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

同
館
と
国
立
科
学
博
物
館
に
よ
る
特
別

企
画
展
「
恐
竜
時
代
の
海
VS
陸
」
の
一

環
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

楽
し
く
学
ぶ
生
き
物
の
不
思
議

恐
竜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 紙芝居を使った解説で化石について学ぶ来場者

　
震
災
で
被
災
し
た
福
島
県
相
馬
市
の

医
療
現
場
を
描
い
た
舞
台「
H
I
K
O
B

A
E
（
ひ
こ
ば
え
）」
の
公
演
は
３
月
23

日
、
市
民
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
ひ
こ
ば
え
」
と
は
古
木
の
切
り

株
や
根
元
か
ら
生
え
て
く
る
若
芽
の
こ

と
。
消
防
団
員
の
恋
人
を
津
波
で
失
っ

た
看
護
師
や
、
母
国
に
帰
還
す
る
べ
き

か
苦
悩
す
る
留
学
研
修
医
ら
が
、
悲
し

み
な
が
ら
懸
命
に
「
生
」
と
向
き
合
う

物
語
に
、
約
３
０
０
人
が
訪
れ
た
会
場

は
感
動
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
生
」を
描
い
た
物
語
に
感
動

舞
台
「
H
I
K
O
B
A
E
」

藤原小学校の児童（右から６人）も熱演した舞台

広報みやこ　2013 年 6 月 15 日発行　
被災地励ます本場の踊り　阿波踊り団体が来宮

広報みやこ　2013年 7月 1日発行　
ロックバンド一同に熱く燃えた一日　パワーストック in 宮古

広報みやこ　2013年 5月 15日発行　
「生」を描いた物語に感動　舞台「HIKOBAE」/
色鮮やかな町並みを復元　記憶の街ワークショップ in 田老

広報みやこ　2013年６月 15日発行　
田老地区での土地区画整理　事業計画を決定しました



361 広報みやこを振り返る

第
１
章　

災
害
対
策
本
部
の
「
記
録
」

第
２
章　

復
興
計
画
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

第
３
章　

復
興
途
上
の
災
害

第
４
章　

希
望
―
新
た
に
生
ま
れ
た
「
希
望
」
を
記
す

第
５
章　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
資
料
編

◎

◎

▲

◎

▲

平
成

25年
９

月
１

日
　

№
193

▼
田
老
地
区
出
身
の
吉
水
弁
護
士
（
３

㌻
参
照
）。
優
し
い
笑
顔
で
話
し
や

す
い
雰
囲
気
が
印
象
的
で
し
た
。
本

市
の
心
の
落
ち
着
く
場
所
を
訪
ね
る

と
、
子
ど
も
の
頃
よ
く
遊
ん
だ
「
三

王
岩
」
と
の
こ
と
。
都
会
に
は
な
い

大
自
然
の
魅
力
満
載
の
宮
古
。
お
盆

な
ど
に
帰
省
さ
れ
た
方
々
も
、
活
力

を
充
電
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

か
く
言
う
私
は
連
日
酷
暑
が
続
く
地

へ
長
期
間
出
張
に
行
き
、
帰
っ
て
き

て
は
原
稿
に
追
わ
れ
、
シ
ョ
ー
ト

し
っ
ぱ
な
し
の
８
月
で
し
た
。（
貴
）

▼
重
茂
味
ま
つ
り
を
取
材
し
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
初
参
加
の
私
は
、
各

テ
ン
ト
か
ら
伸
び
る
長
蛇
の
列
に
ま
ず

仰
天
。
偶
然
会
っ
た
す
し
店
に
勤
め
る

友
人
が
「
こ
の
焼
き
ウ
ニ
の
値
段
の
安

さ
は
破
格
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
が
、
仕
事
そ
っ
ち
の
け
で
列
に
並
ぶ

わ
け
に
も
い
か
ず
、
一
通
り
取
材
を
終

え
て
並
ぼ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
「
完
売
」

の
声
。
周
囲
に
混
じ
っ
て
落
胆
の
声
を

漏
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
快
晴
の
中

の
「
本
州
最
東
端
ク
ル
ー
ズ
」
も
最

高
。
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。（
悠
）

▼
８
月
に
入
っ
て
か
ら
立
て
続
け
に
宮

古
の
「
松
明
か
し
」
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
川
井
地
域
の

私
の
家
で
は
「
迎
え
火
」
し
か
行
っ
て

い
な
い
の
で
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
ご
と
に
い
ろ

い
ろ
風
習
も
違
う
も
の
で
す
ね
。
こ

と
し
の
夏
は
豪
雨
が
あ
り
、
猛
暑
が

続
い
た
り
と
大
変
で
し
た
が
、
宮
古

の
サ
ン
マ
を
食
べ
て
、
毎
週
末
の
取
材

を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
義
）
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総
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027 −8501 　
岩
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２
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御御
みみ

霊霊
た また ま

の鎮魂との鎮魂と
復興を祈願復興を祈願
宮古夏まつり

「「森森・・川川・・海海」」とと  ひひとと  がが共共生生すするる安安ららぎぎののまま
ちち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2013.9.1

集

後

記

編

⓴
宮古市からのお知らせをモバイル
メールで配信中（毎月１日・15日）

目の不自由な方に広報などの録音テープを無料で貸
し出しています（宮古音声訳の会☎兼f72−2537）

古
夏
ま
つ
り
（
宮
古
夏

祭
協
賛
会
主
催
）
は
７

月
27
・
28
の
両
日
、
市
中
心
部

や
宮
古
市
魚
市
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
宮
古
駅
前
広
場
や
末
広
町
商

店
街
な
ど
で
は
、
郷
土
芸
能
の

披
露
、
大
神み

輿こ
し

や
市
民
手
踊
り

の
巡
行
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
飲
食
物
や
く
じ
な
ど
の
出

店
が
並
び
、
時
折
雨
が

ち
ら
つ
く
天
気
に
も
関

わ
ら
ず
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
南
町
か
ら

訪
れ
た
盛
田
リ
サ
子
さ

ん
（
74
歳
）
は
「
毎
年

楽
し
み
に
見
に
来
て
い
る
。
天

気
が
心
配
だ
っ
た
け
ど
中
止
に

な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
安あ

ん

堵ど

の
表
情
。

　
ま
た
28
日
に
は
宮
古
市
魚
市

場
で
曳ひ

き

舟ふ
ね

ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
定
置
網
漁
船
４
隻
が
湾
内

を
周
遊
。
震
災
か
ら
の
一
日
も

早
い
漁
業
復
興
を
祈
っ
て
い
ま

し
た
。

宮

「えいさ！」と、力強い掛け声とともに巡行する担ぎ手

あいにくの雨にも負けず、元気いっぱいにソーラン節を披露す
る崎山小学校の児童たち

大漁旗をなびかせながら周遊する定置網漁船 ４団体が参加した市民手踊り

広
報2013.9.1❸

　
弁
護
士
過
疎
地
の
解
消
を
目
的
に
平

成
16
年
３
月
に
開
設
さ
れ
た
宮
古
ひ
ま

わ
り
基
金
法
律
事
務
所
に
７
月
22
日
、

新
た
に
吉
水
和
也
弁
護
士
が
着
任
し
ま

し
た
。
10
月
末
で
退
任
す
る
小
口
幸
人

弁
護
士
の
後
任
に
当
た
り
ま
す
。

　
田
老
地
区
出
身
の
吉
水
さ
ん
。
昔
か

ら
人
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
高
校
時
代
、
弁

護
士
過
疎
地
で
あ
る
本
市
の
状
況
を
危

惧
し
、
困
っ
て
い
る
人
の
助
け
に
な
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
弁
護
士
に
な
る

道
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
大
学
を
卒
業
後
、
平
成
22
年
に
弁
護

士
登
録
し
、
東
京
都
の
法
律
事
務
所
に

２
年
半
勤
務
。
本
市
を
離
れ
て
い
る
間

も
友
人
と
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
た
り
、
帰

省
し
た
際
に
は
昔
な
じ
み
の
友
人
と
遊

ん
だ
り
し
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

田
老
地
区
に
あ
っ
た
実
家
も
流
さ
れ
、

多
く
の
知
人
も
被
災
し
ま
し
た
。
当
時

東
京
都
で
在
勤
中
だ
っ
た
吉
水
さ
ん
は

「
も
と
も
と
地
元
に
帰
り
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
が
、
震
災
が
あ
っ
た
こ

と
で
よ
り
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。
震

災
直
後
に
力
に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
う

地域の方々の身近な相談相手になりたい

思
い
も
あ
り
、
そ
の
分
一
市
民
と
し
て

地
元
に
恩
返
し
し
た
い
」
と
、
抱
負
を

語
り
ま
す
。

　
赴
任
し
て
１
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、「
震
災
関
連
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

生
活
に
密
着
し
た
相
談
が
多
い
よ
う
に

感
じ
る
。
地
元
出
身
で
す
し
、
地
域
の

方
々
の
身
近
な
相
談
相
手
に
な
り
た

い
」
と
、
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　
震
災
当
時
、
県
内
に
在
住
し
て
い
た

人
は
無
料
で
法
律
相
談
を
受
け
ら
れ
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。「
弁
護
士
と
聞
く

と
少
し
構
え
て
し
ま
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
機
会
に
気
軽
に
相

談
に
来
て
ほ
し
い
」
と
、
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
宮
古
ひ
ま
わ
り
基
金

法
律
事
務
所（
宮
町
一
丁
目
３
番
５
号
、

陸
中
ビ
ル
２
階
、
☎
�
１
２
１
７
）

優しい笑顔で出迎える吉水弁護士

宮古ひまわり基金法律事務所に着任

弁護士  弁護士  吉水 和也 吉水 和也 さんさん（よしみず・かずや）（よしみず・かずや）

ー profile ー　　
昭和60年２月３日、田老地
区に生まれる。大学卒業後、
平成22年弁護士登録。山
崎・秋山法律事務所（東京
都）を経て平成25年７月22
日、宮古ひまわり基金法律
事務所に着任。28歳。独身。

９月のクローズアップ CLOSE  UP

◎

◎

▲

◎

▲

平
成

25年
８

月
１

日
　

№
191

◎
■

発
行

 　
宮

古
市

　
　

■
編

集
　

総
務

企
画

部
企

画
課

　
　

■
印

刷
　

株
式

会
社

文
化

印
刷

〒
027 −8501 　

岩
手

県
宮

古
市

新
川

町
２

番
１

号
　

☎
 0193 −62 −2111 　

FAX 0193 −63 −9114 　
http://w

w
w

.city.m
iyako.iw

ate.jp/

再開待ってた再開待ってた
２年４カ月ぶり２年４カ月ぶり

シートピアなあど　リニューアルオープン

「「森森・・川川・・海海」」とと  ひひとと  がが共共生生すするる安安ららぎぎののまま
ちち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2013.8.1

集

後

記

編

�
宮古市からのお知らせをモバイル
メールで配信中（毎月１日・15日）

目の不自由な方に広報などの録音テープを無料で貸
し出しています（宮古音声訳の会☎兼f72−2537）

▼
S
e
a
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
で
本

市
の
「
鮭
の
メ
ン
チ
カ
ツ
」
が
入
賞

し
ま
し
た
（
９
㌻
に
関
連
記
事
）。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
こ
と
し

は
全
国
大
会
が
２
回
あ
り
、
次
は
８

月
24
・
25
日
、
大
分
県
で
の
開
催
。
本

市
か
ら
も
出
品
さ
れ
ま
す
。
健
闘
を

祈
り
ま
す
。
10
月
の
産
業
ま
つ
り
で

は
、
一
般
の
来
場
者
が
投
票
す
る
形
式

の
市
内
大
会
が
、
初
め
て
開
か
れ
ま

す
。
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
食
品
が
出
て
く

る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。（
悠
）

▼
宮
古
の
夏
は
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
毎
週
末
、
ど
こ
か
で
催

し
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
報

担
当
に
な
っ
て
４
年
目
で
も
取
材
し

た
こ
と
の
な
い
イ
ベ
ン
ト
が
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
。
今
週
は
ど
こ
に
取
材

に
行
こ
う
か
と
考
え
て
い
て
も
、
気

が
つ
く
と
書
類
の
山
に
追
わ
れ
て
行

け
な
い
こ
と
も
…
。
昔
は
も
う
少
し

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
か
っ
た
の
に
と

話
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
な
ら
痩
せ

な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。（
義
）

▼
宮
古
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
が
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
震
災
以
来
、
３
年
ぶ
り

に
復
活
し
た
宮
古
港
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
。

広
報
職
員
と
宮
古
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
「
呉

越
同
舟
」
も
参
加
し
ま
し
た
。
前
回
大

会
は
ブ
ー
ビ
ー
賞
で
し
た
の
で
、
本
大

会
は
少
し
で
も
順
位
を
上
げ
よ
う
と
練

習
に
励
み
ま
し
た
が
、
結
果
は
最
下
位
。

決
勝
レ
ー
ス
を
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
越
し

に
眺
め
な
が
ら
、来
年
は
オ
ー
ル
を
持
っ

て
い
た
い
と
誓
っ
た
我
々
で
し
た
。（
貴
）

日
本
大
震
災
の
津
波
で

全
壊
し
た
宮
古
市
広
域

総
合
交
流
促
進
施
設
「
シ
ー
ト

ピ
ア
な
あ
ど
」
は
７
月
６
日
、

２
年
４
カ
月
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
約
１
３
０
人
が
出
席

し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
山
本
市
長
は
「
観
光
都

市
宮
古
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
再
開
を
祝
福

し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
は
産
直
農

産
物
や
土
産
物
な
ど
の
販
売
が

開
始
し
、
観
光
客
や
待
ち
わ
び

た
地
元
客
が
、
長
い
列
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
沢
田
か
ら
訪
れ

た
木
村
キ
エ
さ
ん
は
「
震
災
前

か
ら
買
い
物
に
来
て
い
た
。
施

設
が
復
活
し
て
う
れ
し
い
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
階
建
て
。
１
階
に
産
直
農

産
物
や
土
産
物
な
ど
の
販
売
、

観
光
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
、
２

階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
体
験
学
習

室
な
ど
が
あ
り
、
震
災
前
と
同

様
の
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
震
災
時
の
津
波
浸
水
深
を

示
す
看
板
や
避
難
所
を
示
す
看

板
を
設
置
し
、
震
災
の
教
訓
を

刻
ん
で
い
ま
す
。

東

観光拠点の復活を祝う力強い音色が響いた

新鮮な野菜を買い求める来場者

リニューアルオープンした「シートピアなあど」。サーモンくん、
みやこちゃん、わんこ兄弟のうにっちも祝福に駆け付けた

広
報 ❽2013.8.1

　﹁
世
界
の
屋
台
村
＠
宮
古
﹂
は
６
月

29
日
、
小
山
田
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
岩
手
大
学

や
盛
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
な
ど

に
留
学
す
る
学
生
ら
約
40
人
が
、
母
国

の
料
理
を
無
料
で
提
供
し
、
市
民
ら
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
市
内
在
住
の
外

国
人
ら
も
出
店
し
た
屋
台
で
は
ベ
ト
ナ

ム
料
理
の
﹁
フ
ォ
ー
﹂
や
中
国
の
餃
子
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
人
気

を
集
め
ま
し
た
。モ
ン
ゴ
ル
の
馬
頭
琴
、

中
国
の
琴
の
演
奏
も
あ
り
、
来
場
者
は

興
味
深
そ
う
に
世
界
の
文
化
に
触
れ
て

い
ま
し
た
。

世
界
の
味
・
文
化
に
触
れ
る

世
界
の
屋
台
村世界の料理を楽しみながら交流を深める参加者

夏保峠を散策しながら旧道の歴史に聞き入る参加者

　
中
央
公
民
館
主
催
の﹁
ふ
る
さ
と
み
や

こ
裏
道
小
道
ウ
オ
ー
ク
﹂
は
６
月
13
日
、

市
民
18
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
愛
宕
~
鍬
ヶ
崎
地
区
の
旧
道
。

中
央
公
民
館
裏
の
御お

倉く
ら

ヶが

沢さ
わ

を
ス
タ
ー

ト
し
、
愛
宕
地
区
の
八は

っ

紘こ
う

台だ
い

配
水
地
、

官
軍
勇
士
墓
地
な
ど
を
経
て
、
鍬
ヶ
崎

の
道み

ち

又ま
た

沢さ
わ

、
夏な

つ

保ぼ

峠と
う
げ

を
超
え
、
大
杉
神

社
、
愛
宕
神
社
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
災
害
時
の
避
難
路
に
も
役
立

つ
こ
と
や
、
周
辺
の
歴
史
な
ど
を
学
び

な
が
ら
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

旧
道
の
歴
史
学
び
散
策

裏
道
小
道
ウ
オ
ー
ク

まちの話題■市ホームページでも紹介していますので、どうぞご覧ください

　
宮
古
街
な
か
復
興
市
２
０
１
３
︵
同

実
行
委
員
会
主
催
︶
は
６
月
８
・
９
の

両
日
、
末
広
町
と
中
央
通
の
商
店
街
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
会
場
で
は
野
外
販
売
の
テ
ン
ト

が
立
ち
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
街
な
か
潮
干

狩
り
大
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
８
日
に
は
商

店
街
の
各
店
舗
が
１
０
０
円
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
店
を
知
っ
て
も
ら

う
企
画
﹁
宮
古
街
な
か
１
０
０
円
商
店

街
﹂
も
同
時
開
催
さ
れ
、
会
場
は
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

商
店
街
に
活
気
あ
ふ
れ
る

宮
古
街
な
か
復
興
市 買い物などを楽しむ来場者でにぎわう会場

一流の演奏に大勢の観客が聞き入った

　
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
︵
河か

わ

辺べ

一

彦
隊
長
︶
の
演
奏
会
は
６
月
14
日
、
市

民
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
吹
奏
楽
の
た
め
に
作
曲
さ

れ
た
曲
、
ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ
ズ
、
民
謡

な
ど
多
彩
な
曲
が
迫
力
あ
る
演
奏
で
繰

り
広
げ
ら
れ
、
約
１
６
０
０
人
の
観
客

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
宮
古
高
校
３
年

で
吹
奏
楽
部
部
長
の
沼
﨑
大は

る

諄と
も

さ
ん
は

﹁
一
流
の
演
奏
に
感
動
し
た
。
技
術
や
ス

テ
ー
ジ
内
容
な
ど
を
自
分
た
ち
の
活
動

に
生
か
し
た
い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

迫
力
の
ス
テ
ー
ジ
に
感
動

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
演
奏
会

広報みやこ　2013年 9月 1日発行　
クローズアップ　宮古ひまわり基金法律事務所に着任　弁護士
吉水和也さん

　
御霊の鎮魂と復興を祈願　宮古夏まつり

広報みやこ　2013年 8月 1日発行　
商店街に活気あふれる　宮古街なか復興市

　
再開待ってた 2 年 4 ヶ月ぶり　シートピアなあど
リニューアルオープン
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広
報 2013.10.15 ⓰

宮古市からのお知らせをモバイル
メールで配信中（毎月１日・15日）

みやこハーバーラジオ放送中（FM82.6MHz、☎77−3399、
f77−3936、C826＠miyakofm.com）

　市の水産物消費拡大PRキャラクターのサー
モンくん、みやこちゃんが「ゆるキャラグラ
ンプリ2013」に出場しています。みなさんの
投票をよろしくお願いします。※ゆるキャラ
グランプリとは、インターネット投票でゆる
キャラトップ10を決める大会。歴代優勝キャ
ラクターは「ひこにゃん」「くまもん」など
■投票方法　同グランプリホームページ
（http://www.yurugp.jp）から、パソコンま
たはスマートフォン、携帯電話などで、１つの
メールアドレスにつき１日１票投票できます。

本市内のジオサイト・ジオポイント
ジオサイト ジオポイント

浄土ヶ浜

浄土ヶ浜
潮吹穴
日出島
ローソク岩

重茂半島 魹ヶ崎

田老の防潮
堤

田老の防潮堤
たろう観光ホテル跡
中の浜キャンプ場施設の一部
津波到達点
津波記念碑（明治・昭和）

早池峰山
早池峰山
薬師川渓流の古生界

三王岩 三王岩
腹帯の混在岩
崎山貝塚
黒森神社

※「ジオサイト」は見どころとなる地域全体を示し、
「ジオポイント」はその中の名勝地などを指します

三陸ジオパークが認定・誕生！
　貴重な地質・地形を保護し、自然公園として
教育や観光に活用する「日本ジオパーク」に、
三陸ジオパークが認定されました。
　三陸ジオパークは、青森県八戸市から宮城県
気仙沼市までの約300㌔にわたり、国内で最大
のジオパークとなります。リアス式海岸特有の
自然景観をはじめ、５億年前から現在に至る連
続的な地層、繰り返されてきた津波災害の遺産
など、全体で130カ所のジオポイント（見どこ

ろ）が設けられました。
　市では三陸の自然景観などを後世に伝えると
ともに、ジオパークをテーマとした観光振興な
どを進めていくことで、復興の加速化や地域の
活性化、交流人口の拡大に結びつけていきます。
　皆さんで一緒に三陸地域を盛り上げていきま
しょう。
■問い合わせ　市商業観光課もてなし観光担当
（☎68−9091）

浄土ヶ浜

三王岩 早池峰山

ゆるキャラグランプリに
サーモンくん・みやこちゃんが出場！

■問い合わせ　市水産課水産振興担当
（☎68−9099）

みんな投票してね♪
（左がサーモンくん、右がみやこちゃん）

広報みやこ　2013 年 10 月 1 日発行　
みやこハーバーラジオ元気に放送中です

広報みやこ　2013年 10月 15日発行　
三陸ジオパークが認定・誕生！ / ゆるキャラグランプリにサーモンくん
みやこちゃんが出場！

広
報 �

み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ

元
気
に
放
送
中
で
す

2013.10.1

本
市
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M

　
み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
は
、
東
日
本

大
震
災
直
後
か
ら
放
送
を
続
け
て
き
た
臨

時
災
害
F
M
を
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
︵
地

域
密
着
型
の
F
M
放
送
︶
に
移
行
す
る
形

で
誕
生
し
ま
し
た
。

　
放
送
設
備
は
市
が
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
整
備
。
こ
と
し
３
月
に
設
立
し
た

宮
古
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社
が
運
営
主

体
と
し
て
設
備
を
借
り
受
け
、
放
送
し
て

い
ま
す
。

　
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ
は
宮
古
駅
前
の
商
業

施
設
「
キ
ャ
ト
ル
宮
古
」
２
階
に
あ
り
、

ガ
ラ
ス
張
り
で
誰
で
も
自
由
に
放
送
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
人
の
女

性
ス
タ
ッ
フ
が
、
報
道
、
防
災
、
教
育
、

娯
楽
、
生
活
、
行
政
、
観
光
な
ど
の
情
報

や
復
興
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
ラ
ジ
オ
は
、
本
市
で
災
害
が
発

生
し
た
時
に
は
市
の
要
請
を
受
け
て
災
害

情
報
を
伝
え
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
は
同
社
と
市
が
締
結
し
た
協
定
に
基

づ
き
、
災
害
局
と
し
て
放
送
活
動
を
行
い

ま
す
。
緊
急
時
に
は
市
か
ら
の
割
り
込
み

放
送
も
可
能
で
、
市
と
連
携
し
て
災
害
情

報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
の
合
言
葉
は

「
あ
な
た
の
と
な
り
に
」。
リ
ス
ナ
ー
に
寄

り
添
い
、
元
気
に
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
26
日
に
８
２
・
６
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
放
送
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
「
み

や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
」。
放
送
局
の
概
要
や
、
番
組
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
宮
古
エ
フ
エ
ム
放
送
（
☎
�
３
３
９
９
）

【放送局の概要】
・放送局名：みやこエフエム（愛称：
みやこハーバーラジオ）

・周波数等：82.6MHz（識別番号：
JOZZ2BI-FMみやこエフエム）

・演奏所：キャトル２階および５階
・運営主体：宮古エフエム放送株式
会社（代表取締役：及川育男）

・放送区域：宮古市の一部区域（月
山送信所出力20W、茂市中継局出
力20W、和井内中継局出力10W、
川井テレビ11ch）

ラジオはFMの
82.6に合わせて
くださいね〜！

生放送は、キャ
トル２階のスタ
ジオから！

皆さんのお話
も、お聞かせく
ださ〜い！

皆さんのラジオ
です。
ぜひ、かだって
ください！

パーソナリティー
木村 彩子  さん

総務担当
小金渕 陽子  さん

パーソナリティー
鈴木 清恵  さん

パーソナリティー
木村 悠里  さん

広
報2013.10.1❸

　
佐
賀
県
唐
津
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総

合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
ヨ
ッ
ト
競

技
で
、
宮
古
高
校
女
子
が
優
勝
、
宮
古
商
業

高
校
女
子
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
全
国

の
舞
台
で
宮
古
勢
が
１
、
２
位
を
占
め
た
の

は
初
の
快
挙
で
す
。
震
災
か
ら
３
度
目
の
挑

戦
で
の
栄
冠
に
、
市
民
か
ら
も
「
被
災
地
に

元
気
を
与
え
る
。
復
興
に
向
か
う
宮
古
の
底

力
を
見
せ
て
く
れ
た
」
と
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
は
８
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。
種
目
は
Ｆ
Ｊ
級
（
２
人
乗
り
）
の

ソ
ロ
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
、
宮
古
高
校
か
ら
は

３
艇
、
宮
古
商
業
か
ら
２
艇
が
出
場
。
ソ
ロ

は
個
人
順
位
を
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
は
同
一
校
の

上
位
２
艇
の
合
計
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
序
盤
か
ら
宮
古
勢
の
活
躍
が
目

立
ち
、
終
盤
で
は
宮
古
高
校
が
２
レ
ー
ス
を

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
。
結
果
、
ソ
ロ
競
技
で
宮

古
高
校
が
３
位
（
入
賞
）、
８
位
、
13
位
、

宮
古
商
業
が
５
位
（
入
賞
）、
12
位
と
な
り
、

上
位
２
艇
の
得
点
で
他
校
を
圧
倒
的
に
引
き

離
し
た
宮
古
高
校
が
優
勝
。
宮
古
商
業
も
常

に
上
位
を
キ
ー
プ
し
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
水
域
で
活
動
す
る
チ
ー
ム
が
全
国
大

会
で
入
賞
し
た
の
は
１
９
９
９
年
の
岩
手
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
（
優
勝
宮
古
高
校
女
子
、
３
位

宮
古
商
業
女
子
）
以
来
14
年
ぶ
り
。
両
校
の

被災乗り越え３度目の挑戦—結実
栄
誉
を
た
た
え
る
報
告
会
が
８
月
26
日
に
市

役
所
前
で
開
か
れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
宮
古
高
校
の
伊
藤
未
波
さ
ん

（
３
年
）は「
津
波
で
全
て
の
用
具
が
流
さ
れ
、

何
も
無
い
状
態
か
ら
活
動
を
始
め
た
。
自
分

た
ち
も
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
が
、
優
勝
で
き

た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
を

述
べ
、
ソ
ロ
３
位
に
入
賞
し
た
千
葉
百
華
さ

ん
（
３
年
）
は
「
コ
ー
チ
、
Ｏ
Ｂ
、
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
優
勝
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
ま
た
、
同
じ
宮
古
湾
で
活
動
す
る
仲
間

が
入
賞
で
き
た
こ
と
も
う
れ
し
い
」
と
ラ
イ

バ
ル
校
の
栄
誉
も
た
た
え
ま
し
た
。

　
宮
古
商
業
の
上
田
育
美
さ
ん
（
３
年
）
は

「
他
校
よ
り
も
早
く
現
地
に
入
っ
て
練
習
を

重
ね
た
こ
と
が

良
か
っ
た
。
入

賞
で
き
て
う
れ

し
い
。
２
位

に
な
っ
た
こ

と
で
、
こ
れ
ま

で
の
多
く
の
支

援
に
感
謝
を
伝

え
ら
れ
た
と
思

う
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し

た
。

宮古湾で練習を行う選手たち

宮古高校・宮古商業高校  ヨット女子
インターハイヨット競技で優勝・準優勝インターハイヨット競技で優勝・準優勝

10月のクローズアップ CLOSE  UP

倒壊家屋からの負傷者救助・搬送訓練を行う参加者

　
総
合
防
災
訓
練
は
８
月
25
日
、
合
同
資

源
産
業
社
有
地
（
小
山
田
）
や
閉
伊
川
堤

防
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
28

団
体
、
約
６
０
０
人
が
参
加
。
消
火
、
応

急
救
護
、
炊
き
出
し
な
ど
の
訓
練
を
行
い
、

有
事
の
際
に
取
る
べ
き
行
動
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

地
震
到
達
前
に
身
の
安
全
確
保
を
考
え
行

動
す
る
自
主
参
加
型
行
動
訓
練
（
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
）
が
初
め
て
実
施
さ
れ
、
会
場

に
い
た
人
は
身
を
か
が
め
頭
を
手
で
保
護

す
る
な
ど
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

有
事
の
際
の
行
動
を
再
確
認

総
合
防
災
訓
練

　
人
気
ア
ニ
メ
・
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の「
ポ

ケ
モ
ン
ト
レ
イ
ン
宮
古
号
」
が
８
月
24

日
、
山
田
線
（
盛
岡
〜
宮
古
）
で
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。
宮
古
駅
か
ら
の
出

発
前
で
は
市
民
ら
約
１
２
０
人
が
列
車

を
見
学
。
座
席
な
ど
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
車
両
に
乗
り
込
ん

だ
親
子
連
れ
は
「
か
わ
い
い
」
と
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
出
発
式
で
は
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
も
登

場
。
乗
客
代
表
な
ど
と
一
緒
に
く
す
玉

を
割
り
、
ほ
ぼ
満
席
の
車
両
は
駅
長
の

合
図
で
盛
岡
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

人
気
ア
ニ
メ
の
列
車
に
歓
声

ポ
ケ
モ
ン
ト
レ
イ
ン
宮
古
号 子どもたちはキャラクターがデザインされた車内で興奮気味

坂下教育委員長が再任、
新しい教育委員、教育長が決定

　８月30日に開催された市教育委員会８月
臨時会で、教育委員長に坂下昭弘さんが再
任されました。
　また教育委員に荒谷榮子さんが、教育長
に伊藤晃二さんが新しく就任しました。
■問い合わせ　市教育委員会総務課（☎68-
9114）

教育委員

荒谷  榮子 さん

（任期：８月30日〜平
成29年８月29日）

教育長

伊藤  晃二 さん

（任期：８月30日〜平
成29年８月29日）

教育委員長

坂下  昭弘 さん

（任期：８月30日〜平
成26年８月29日）

広
報2013.9.15❼

　
本
市
初
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局
・
み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
（
周
波
数

F
M
82・６
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
は
８
月
26
日
、

開
局
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ト
ル
宮
古
２
階

の
ス
タ
ジ
オ
前
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市

民
ら
が
注
目
す
る
中
、
正
午
に
放
送
開

始
。
同
ラ
ジ
オ
を
運
営
す
る
宮
古
エ
フ

エ
ム
放
送
の
代
表
取
締
役
・
及
川
育
男

さ
ん
は
「
市
民
に
愛
さ
れ
る
放
送
局
に

な
る
よ
う
、
主
婦
や
学
生
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
と
一
緒
に
番
組
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
に
愛
さ
れ
る
放
送
に

み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
開
局

キャトル２階のスタジオで放送する及川代表取締役（右）ら

※
「
み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
開
局
」
は
、
県
立
大
宮
古
短
大
部
の
坂
本
香
純
さ
ん
が
職
場
体
験
の
一
環
で
取
材
し
ま
し
た

広報みやこ　2013年 9月 15日発行　
市民に愛される放送に　みやこハーバーラジオ開局

広報みやこ　2013年 10月 1日発行　
クローズアップ  インターハイヨット競技で優勝・準優勝
宮古高校・宮古商業高校 ヨット女子


